
退
任
の
挨
拶

前
号
発
行
後
、

月
に
航
海
訓
練
所
に
復
帰

4

し
た

名
の
職
員
か
ら
退
任
の
挨
拶
を
い
た
だ

2

き
ま
し
た
の
で
、
紹
介
し
ま
す
。

業
務
課

種
市
晴
彦

帆
船
海
王
丸
記
念
財
団
在
任
中
は
、
財
団
職

員
の
方
々
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に
は
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。

富
山
県
出
向
中
に
は
、
一
番
心
配
し
て
い
た

独
り
暮
ら
し
で
の
自
炊
や
ス
キ
ー
、
ゴ
ル
フ
、

ｅ
ｔ
ｃ

海
上
勤
務
中
に
は
出
来
な
か
っ
た
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
り
、
私
が

入
所
し
て
最
初
に
乗
船
し
た
海
王
丸
で
も
う
一

度
仕
事
が
で
き
る
な
ど
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

４
月
に
日
本
丸
へ
戻
っ
て
き
て
か
ら
は
、

Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｌ

Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ

の
準
備
の
為
、
バ

97

タ
バ
タ
忙
し
い
日
々
で
す
。
鹿
児
島
か
ら
大
阪

ま
で
の
帆
船
レ
ー
ス
で
は
風
が
悪
く
時
化
の
た

め
２
年
間
富
山
で
陸
上
生
活
を
し
て
い
た
せ
い

も
あ
っ
て
船
酔
い
で
苦
し
む
毎
日
で
し
た
。
ち

な
み
に
レ
ー
ス
の
成
績
は
リ
タ
イ
ア
で
し
た
。

皆
さ
ん
も
体
に
気
を
つ
け
て
元
気
で
が
ん
ば

っ
て
下
さ
い
。

年
間
お
世
話
に
な
り
本
当
に

2

有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

業
務
課

佐
久
本
勝
己

こ
の
た
び
、
海
王
丸
記
念
財
団
を
退
任
し
、

運
輸
省
航
海
訓
練
所
練
習
船
海
王
丸
に
乗
船
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
、
事
務
所
の
方
々
に

は
た
い
へ
ん
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

年
間

2

を
振
り
返
っ
て
み
る
と
文
章
で
は
書
け
な
い
く

ら
い
の
思
い
出
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
私
に

と
っ
て
、
富
山
で
生
活
し
た

年
間
は
貴
重
な

2

財
産
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
富
山
に
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

皆
様
方
の
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
期
待
し
て

お
り
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

チ
ョ
ッ
サ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

①
紺
青
賞
表
彰
式

月

日

時

分
か
ら
シ
ェ
ル
ス
テ
ー
ジ

7

20

11

30

に
お
い
て
行
い
ま
す
。
な
お
、
当
日
は
高
林
会

長
よ
り
表
彰
し
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

今
年
度
の
受
賞
者
は
次
の
方
々
で
す
。

（
敬
称
略
）

磯
辺

富
次

（
氷
見
市
）

伊
東

可
志
郎

（
新
湊
市
）

大
屋

明

（
大
沢
野
町
）

澤
井

久
義

（
新
湊
市
）

谷
岸

清
士

（
高
岡
市
）

只
野

正
則

（
高
岡
市
）

福
井

一
公

（
高
岡
市
）

高
澤

昭
二

（
朝
日
町
）

宮
越

謙
三

（
富
山
市
）

明
神

外
二

（
新
湊
市
）

湊

信
雄

（
高
岡
市
）

坂
橋

誠

（
新
湊
市
）

虎
谷

博

（
魚
津
市
）

山
口

信
子

（
富
山
市
）

以
上

名
14

②
海
王
丸
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
つ
い
て

月

日
、

日
の
両
日
、
海
王
丸
パ
ー
ク

7

20

21

に
て
海
王
丸
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
別
紙
を
御
覧
下

さ
い
。

な
お
、

日
の

時

分
よ
り
オ
ー
プ
ニ
ン

20

9

30

グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
す
。
総
帆
展
帆
前

の
忙
し
い
時
間
で
す
が
、
で
き
る
限
り
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
々
の
出
席
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

主
な
イ
ベ
ン
ト
は
次
の
と
お
り
で
す
。

月

日
（
祝
）

7

20

◆
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

◆
消
防
艇
「
や
ま
と
」
及
び
巡
視
艇
「
た
ち

か
ぜ
」
の
船
内
一
般
公
開

◆
ボ
ー
ト
に
体
験
乗
船

◆
海
上
保
安
庁
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る

海
上
展
示
訓
練

◆
海
洋
少
年
団
に
よ
る
手
旗
信
号
の
模
範
演

技
◆
海
王
丸
乗
船
記
念
プ
レ
ゼ
ン
ト

（
先
着

名
様
）

5
0
0

◆
海
王
丸
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

◆
海
の
日
記
念

○
×
ク
イ
ズ

◆
小
型
ボ
ー
ト
、
ジ
ェ
ッ
ト
ス
キ
ー
、
ウ
ェ

イ
ク
ボ
ー
ド
の
展
示

◆
海
上
打
ち
上
げ
花
火

（
日
没
か
ら

分
程
度
）

15

月

日
（
振
休
）

7

21

◆
ウ
エ
ィ
ク
ボ
ー
ド
に
よ
る
「
海
の
日
」
記

念
、
第

回
海
王
丸
カ
ッ
プ

2

◆
第
一
港
湾
建
設
局
「
な
ご
か
ぜ
」
の

体
験
乗
船

◆
海
王
丸
乗
船
記
念
プ
レ
ゼ
ン
ト

（
先
着

名
様
）

5
0
0

◆
小
型
ボ
ー
ト
「
な
ご
」
に
よ
る
海
王
丸

一
周
ク
ル
ー
ズ

◆
海
王
丸
船
上
ミ
ニ
運
動
会

◆
海
王
丸
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
教
室

◆
海
王
丸
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

◆
小
型
ボ
ー
ト
、
ジ
ェ
ッ
ト
ス
キ
ー
、
ウ
エ

ィ
ク
ボ
ー
ド
の
展
示

◆
海
の
日
記
念

○
×
ク
イ
ズ

③
夜
間
公
開
の
案
内

月

日
か
ら

月

日
ま
で
の
間
、
夜

7

20

8

17

9

時
ま
で
公
開
時
間
を
延
長
し
ま
す
。
た
だ
し
、

夕
方

時
か
ら
夜

時
ま
で
は
最
上
甲
板
の
み

6

9

の
公
開
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
同
期
間
中
は
連

日
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

皆
様
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ご
来
船
く
だ
さ

い
。

④
海
洋
教
室
の
募
集

月

日
（
水
）、

日
（
木
）
の
両
日
、

7

23

24

財
団
主
催
親
子
海
洋
教
室
の
宿
泊
コ
ー
ス
は
、

ま
だ
ま
だ
、
余
裕
が
あ
り
ま
す
。
ご
近
所
、
お

友
達
等
お
誘
い
合
わ
せ
て
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

⑤
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
の
募
集

あ
な
た
の
撮
っ
た
作
品
が
海
王
丸
カ
レ
ン
ダ

ー
に
な
り
ま
す
。
ど
ん
ど
ん
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

記

◆
応
募
作
品

海
王
丸
パ
ー
ク
及
び
帆
船
海
王

丸
を
撮
影
し
た
写
真

◆
サ
イ
ズ

四
切
り
以
上
の
カ
ラ
ー
プ
リ
ン

ト
（
横
位
置
を
原
則
）

◆
締
切
り

平
成

年

月

日
（
日
）

9

8

31

当
日
消
印
有
効

◆
問
い
合
わ
せ
及
び
応
募
先

〒

新
湊
市
海
王
町

番
地

9
3
4

8

帆
船
海
王
丸
記
念
財
団

も
し
く
は

富
山
県
カ
メ
ラ
商
組
合
加
盟
店

◆
応
募
上
の
注
意

・
一
人
何
点
で
も
応
募
で
き
ま
す
が
、
賞
は

一
人
一
賞
と
し
ま
す
。

・
応
募
資
格
は
問
い
ま
せ
ん
が
、
未
発
表
の

も
の
に
限
り
ま
す
。

・
応
募
作
品
は
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
。

・
入
賞
作
品
の
版
権
は
主
催
者
側
に
属
し
ま

す
。

・
入
賞
作
品
は
、
ネ
ガ
を
提
出
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

⑥
日
本
丸
総
帆
展
帆
参
加
に
つ
い
て

横
浜
の
帆
船
日
本
丸
記
念
財
団
の
展
帆
に
参

加
し
た
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
市
川
ま
で
お
知

ら
せ
下
さ
い
。
手
続
き
を
円
滑
に
す
る
た
め
、

必
ず
財
団
を
通
じ
て
参
加
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

今
後
の
日
本
丸
展
帆
予
定
日

月

日
（
休
）

7

21
月

日
（
日
）

8

17
月

日
（
日
）

9

7
月

日
（
日
）

10

5
月

日
（
日
）

10

19
月

日
（
日
）

11

2
月

日
（
日
）

11

16

ＫＡＩＷＯ ＭＡＲＵ

舵輪



チ
ョ
ッ
サ
ー
の
豆
知
識

『
タ
イ
ム
ベ
ル
・
・
・
八
点
鐘
』

船
に
は
時
間
を
伝
え
る
た
め
の
鐘
、「
タ
イ

ム
ベ
ル
」
が
備
え
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
日

の
よ
う
に
腕
時
計
が
安
価
で
手
に
入
る
時
代
で

は
必
要
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
の
鐘
は

霧
が
濃
い
時
の
霧
中
信
号
の
手
段
と
し
て
現
在

で
も
法
律
に
よ
り
備
え
付
け
が
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

さ
て
「
タ
イ
ム
ベ
ル
」
の
本
来
の
役
目
で
す

が
、

分
毎
に
鳴
ら
す
こ
と
に
よ
り
乗
組
員
に

30

時
間
を
伝
え
る
も
の
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
船
の
当
直
は

時
間
単
位
で
行
わ
れ
て
い

4

る
た
め
、
一
点
か
ら
八
回
鳴
ら
す
八
点
鐘
で

サ
イ
ク
ル
と
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
正
午
か

1ら
始
ま
る
と

時

分
は
一
点
鐘
、

時
は
二

12

30

13

点
鐘
と
な
り
、

時
で
八
点
鐘
と
な
り
ま
す
。

16

船
乗
り
に
と
っ
て
八
点
鐘
は
、
当
直
終
了
を
告

げ
る
嬉
し
い
鐘
で
も
あ
る
の
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、

時

分
か
ら

時

分

18

30

19

30

ま
で
は
鳴
ら
す
数
が
変
則
に
な
り
ま
す
。

時
18

分
は
五
点
鐘
と
な
る
は
ず
で
す
が
、
一
点
鐘

30を
鳴
ら
す
こ
と
が
慣
習
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一

説
に
よ
れ
ば
、
夕
方
に
な
る
と
海
坊
主
が
出
て

き
て
船
を
襲
う
た
め
、
海
坊
主
を
だ
ま
す
た
め

に
鳴
ら
し
方
を
変
え
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
今

と
な
っ
て
は
子
供
向
き
の
俗
説
で
す
が
、
昔
の

船
乗
り
は
本
当
に
信
じ
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

本
当
の
よ
う
な
説
も
あ
り
ま
す
。
1
7
9
7

年
イ
ギ
リ
ス
の
軍
艦
で
反
乱
が
計
画
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
反
乱
は
夕
刻
の
五
点
鐘
を
合
図
に
決

行
さ
れ
る
は
ず
で
し
た
が
、
そ
の
時
の
当
直
者

が
鳴
ら
し
方
を
変
え
て
反
乱
を
阻
止
し
た
と
い

う
説
で
す
。

海
王
丸
に
は

つ
の
「
タ
イ
ム
ベ
ル
」
が
あ

3

り
ま
す
が
、
そ
れ
ら
に
は
船
名
と

の

1
9
3
0

進
水
年
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
船
が
生
ま
れ
て

か
ら

年
間
磨
き
続
け
ら
れ
た
鐘
は
今
で
は
文

67

字
が
か
す
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
海
の

若
人
達
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

市
川
義
文
氏

結
婚
し
ま
し
た

海
王
丸
の
次
席
一
等
航
海
士
、
ミ
ズ
ン
マ
ス

ト
の
貴
公
子
（
関
白
太
政
大
臣
？
）
こ
と
市
川

義
文
氏
が

月

日
（
日
）
、
軽
井
沢
の
教
会

6

29

で
結
婚
さ
れ
ま
し
た
。
邦
子
新
婦
と
は
、
阪
神

大
震
災
の
際
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
て

知
り
合
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

月

日
ま
で
、
ス
イ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
方
面

7

8

に
新
婚
旅
行
に
出
か
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

月

日
の
総
帆
展
帆
で
は
、
幸
せ
一
杯
の

7

20

市
川
さ
ん
を
大
い
に
祝
福
し
て
あ
げ
て
下
さ
い
。

「
帆
船
海
王
丸
セ
ー
リ
ン
グ
チ
ー
ム
」

ク
イ
ズ
・
フ
ォ
ー
カ
ス
イ
ン
出
場
！

既
に
ご
覧
に
な
ら
れ
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る

と
思
い
ま
す
が
、

月

日
（
日

)

海
王
丸
セ

6

29

ー
リ
ン
グ
チ
ー
ム
が
ク
イ
ズ
フ
ォ
ー
カ
ス
イ
ン

に
出
場
し
ま
し
た
。

出
場
メ
ン
バ
ー
は
、
阪
本
敏
章
、
小
武
海

紀
人
、
横
浜
浩
美
、
新
ヶ
江
俊
之
、
大
西
修
司

の
以
上

名
で
す
。

5

結
果
は
、
終
始
リ
ー
ド
し
つ
つ
も
、
最
後
の

早
押
し
ク
イ
ズ
で
『
ら
っ
き
ょ
う
祭
り
』
が
分

か
ら
ず

点
差
で
惜
敗
い
た
し
ま
し
た
。

5

全
員
が
夏
制
服
で
ビ
シ
ッ
と
決
め
、
某
氏
の

あ
ざ
や
か
な
早
業
に
勝
負
は
決
ま
っ
た
！
と
な

る
筈
が
、
大
爆
笑
の
中
で
逆
転
さ
よ
な
ら
負
け

と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
程
度
で
お
と
な
し
く
引
き
下

が
る
よ
う
な
海
王
丸
セ
ー
リ
ン
グ
チ
ー
ム
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
次
回
は
冬
制
服
で
ビ
シ
ッ
と
決

め
た
い
と
思
い
ま
す
。

な
お
、
番
組
収
録
の
際
に
応
援
に
駆
け
つ
け

て
下
さ
い
ま
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
森
田
恵
子

さ
ん
、
山
口
信
子
さ
ん
、
中
島
紀
明
さ
ん
、

本
当
に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
後
共
、
華
麗
な
る
海
の
男
達
、
海
王
丸
セ

ー
リ
ン
グ
チ
ー
ム
の
更
な
る
活
躍
に
ど
う
ぞ
ご

期
待
下
さ
い
。

シ
ー
・
バ
ー
ズ
・
ト
ヤ
マ
か
ら

総
会
の
お
知
ら
せ

会
長

雨
宮
洋
司

梅
雨
明
け
が
待
ち
遠
し
い
毎
日
で
す
が
、
皆

様
方
は
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

さ
て
、
左
記
の
と
お
り
今
年
の
総
会
を
開
催

し
ま
す
の
で
、
ご
出
席
下
さ
る
よ
う
ご
案
内
申

し
上
げ
ま
す
。

記

日
時

月

日
（
日
）

7

27

時

分
～

時

分

13

30

15

30

場
所

日
本
海
交
流
セ
ン
タ
ー
研
修
室

議
題

一

経
過
報
告

二

規
約
改
正

三

役
員
改
選

四

事
業
報
告

五

そ
の
他

追
記

「
シ
ー
・
バ
ー
ズ
・
ト
ヤ
マ
」
に
会
員
登
録

さ
れ
て
い
な
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
参
加
を
歓
迎

し
ま
す
。
入
会
は
自
由
で
随
時
受
付
て
お
り
ま

す
。
入
会
希
望
の
方
は
湊
ま
で
連
絡
下
さ
い
。

℡

０
７
６
６
‐
８
４
‐
２
１
６
６

展
帆
デ
ー
タ

◆
月
日
◇
天
候
◇
参
加
者
◇
そ
の
他

◆

／

◇
晴
◇

名
◇
ス
タ
ー
ボ
ー
ド
タ
ッ

6

1

74

ク
ス
ク
エ
ア
ヤ
ー
ド
◇
海
洋
講
座
（
富
山
湾
の

灯
台
）

◆

／

◇
晴
◇

名
◇
ス
タ
ー
ボ
ー
ド
タ
ッ

6

22

76

ク
ス
ク
エ
ア
ヤ
ー
ド
◇
海
洋
講
座
（
海
を
渡
る

虫
た
ち
）

あ
と
が
き

今
年
も
夏
が
や
っ
て
来
ま
し
た
。
ビ
ー
ル
が

お
い
し
い
こ
の
季
節
、
少
々
出
っ
ぱ
っ
て
き
た

お
腹
を
気
に
し
な
が
ら
も
、
仕
事
の
後
の
一
杯

が
止
め
ら
れ
な
い
毎
日
で
す
。
み
な
さ
ん
は
、

い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

先
日
、
四
級
小
型
船
舶
の
免
許
を
取
得
し
ま

し
た
。
今
ま
で
ヨ
ッ
ト
等
に
乗
る
機
会
は
多
か

っ
た
の
で
す
が
、
誰
か
一
人
持
っ
て
い
れ
ば
い

い
し
、
い
つ
で
も
取
れ
る
か
ら
…
と
思
い
つ
つ

今
日
ま
で
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
も
っ
と
早
く

取
得
し
て
い
れ
ば
、
も
っ
と
楽
し
く
遊
べ
た
の

か
な
…
と
少
し
悔
や
ん
で
お
り
ま
す
。

今
回
の
舵
輪
は
、
ピ
ン
チ
ヒ
ッ
タ
ー
で
わ
た

く
し
鳥
ノ
井
が
編
集
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

み
な
さ
ま
か
ら
の
文
章
を
待
っ
て
ま
す
。
ど
し

ど
し
送
っ
て
下
さ
い
。

と
り
の
い

か
ぶ
こ

鳥
ノ
井

歌
舞
子

ＫＡＩＷＯ ＭＡＲＵ

舵輪


